
事業体（団体）名 福岡市水道局

事業名称
JICA草の根技術協力事業

フィジー共和国ナンディ・ラウトカ地区水道事業に関する無収水の低減化支援事業

実施期間 2014年3月～2017年2月

主催機関 JICA

事業概要・目的

漏水などによる高い無収水率を低減するため，職員の現地派遣，本邦研修を実施して配水

管の維持管理・整備計画に携わる技術者を育成し，移転した技術（漏水探知や漏水防止工

事）を活用したカウンターパートのパイロット地区での無収水率低減化活動を支援する。

主な活動は以下のとおりである。

■職員の現地派遣

・調査：実態把握

・講義：漏水防止，水運用，配水管網計画，配水管網設計など

・視察：水道施設，漏水修理現場など

・協議：無収水率の低減化策（物理的損失，非物理的損失）

・支援：パイロット地区での無収水率低減化活動

■本邦研修

・講義：福岡市の水道事業，無収水対策，配水管網設計，施工管理，営業業務など

・視察：配水管布設現場，漏水調査現場，水管理センター，海水淡水化センターなど

・実技：給水装置配管，漏水修理，応急修理など

対象（相手）国・機関名 フィジー共和国・フィジー上下水道公社

写真
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事業体（団体）名 福岡市水道局

事業名称
JICA個別専門家

ヤンゴン市水供給・衛生アドバイザー

実施期間 2015年8月～2017年7月

主催機関 JICA

事業概要・目的

■目的：ヤンゴン市開発委員会の上水・衛生分野の事業計画の立案能力，計画実施能力の

向上

■活動内容

 1) ヤンゴン市の上水道事業に係る情報収集及び関係者への共有を行う。

 2) ヤンゴン市開発委員会幹部及び給水衛生局職員と共に現状分析や課題整理を行う。

 3) ヤンゴン市開発委員会幹部及び給水衛生局職員に対し，以下の点に関する助言を行

う。

　・水ビジョン実現及び上水道分野にかかる開発方針・事業展開計画の推進

　・上水道事業運営

　・衛生改善　など

 4) ヤンゴン市の経験を踏まえた上水道事業にかかる中央省庁や他都市への知見共有及び

助言・提言を行う。

 5) 将来の日本の協力案件の発掘・実施促進のための支援を行う。

対象（相手）国・機関名 ミャンマー連邦共和国・ヤンゴン市開発委員会

写真
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事業体（団体）名 福岡市水道局

事業名称
JICA課題別研修

上水道無収水量管理対策（漏水防止対策）(C)

実施期間 2015年11月

主催機関 JICA

事業概要・目的

■目的

・アジア諸国等の技術水準の向上

・国際協力活動を通じた局職員の人材育成，活動の積み重ねによる水道技術力の維持向上

など

■内容

・講義：福岡市の水道事業，漏水防止，配水管整備・維持管理，メータ管理など

・視察：ダム，取水場，浄水場，配水施設，配水管布設現場　など

・アクションプラン作成支援

対象（相手）国・機関名
フィリピン，フィジー(2名)，パキスタン，ネパール(2名)，ラオス(2名)，チュニジア，

トンガ，バングラデシュ(2名)

写真
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事業体（団体）名 福岡市水道局

事業名称
一般財団法人自治体国際化協会

自治体職員協力交流事業

実施期間 2015年6月～11月

主催機関 一般財団法人自治体国際化協会

事業概要・目的

■目的

・ヤンゴン市開発委員会職員の人材育成を通じたヤンゴン市水道の運営・維持管理の改善

・国際協力活動を通じた局職員の人材育成，活動の積み重ねによる水道技術力の維持向上

など

■内容

・講義：福岡市の水道事業全般

・視察：ダム，取水場，浄水場，配水施設，配水管布設現場　など

・アクションプラン作成：浄水場における水質管理

対象（相手）国・機関名 ミャンマー連邦共和国・ヤンゴン市開発委員会

写真
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事業体（団体）名 福岡市水道局

事業名称 JICA技術協力プロジェクト（ヤンゴン市開発委員会水道事業運営改善プロジェクト）

実施期間 2015年～2020年

主催機関 JICA

事業概要・目的

　ヤンゴンでは、円借款を活用した水道施設整備が進められているが、持続的な給水サー

ビスを確保するためには、施設整備と並行して、ヤンゴン市開発委員会の組織能力強化も

必要であるため、JICAが円借款事業に付した技術協力プロジェクトを実施。福岡市水道

局は、東京都水道局と共同で現地セミナーや訪日研修を実施。

2015年度：講師派遣（１月24日～1月30日）

対象（相手）国・機関名 ミャンマー連邦共和国・ヤンゴン市開発委員会

写真
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